
  

 
  

 

 

「平成から次の元号へ」 
校 長 奥 平 博 孝 

新年明けましておめでとうございます。 
冬休みは，家族とともに穏やかに過ごせたでしょうか。 
さて，５月１日の新天皇即位と同時に改元されます。その新

元号も４月１日に発表されます。現在の「平成」は，国内外に
も天地にも平和が達成されるという意味が込められてつけられ
ました。これから，いろいろな意味で，世の中が変わります。
皆さんもその変わりゆく世の中で，周りに流されず，思いやり
を持って人に接することができるようしっかり生活していきま
しょう。 
＜３学期は，次のことに気をつけて頑張っていきましょう。＞ 
１ 命は自分で守る。 

校内外での事故を含めて交通事故などに気をつけるこ
と。 

２ 健康に気をつける 
  風邪やインフルエンザなどにかからないように睡眠と栄
養をしっかりとること。 

３ 大きな声で元気よくあいさつ・返事・礼を行う。 
・ 校内外で，いつでも元気よく「こんにちは」「お願いし

ます」などあいさつを行うこと。 
・ 何か頼まれたら「えーっ」ではなく，まず「はい」と

いう返事を行うこと。 
・ 間違っていていたら，言い訳が先ではなく，まず，「ご

めんなさい」という返事を行うこと。 
４ 常に学ぶ姿勢で 
・ 授業中は，自ら進んで大きな声で発表すること。 
・ わからないところはそのままにしないで必ず聞くこと。 
・ 家庭学習「学年×３０分＋６０分」を確実に行うこと。 
※ ３年生は悔いを残さないように全力を尽くそう。 

「やるしかない」「人のせいにしない 自分のこと」 
５ 学校行事に全力を 

ひたむきに（全力で）取り組むこと。校歌は大きな声
で元気よく歌うこと。 

６ みんなが楽しく生活できるように 
となりの人が困っていたら助けてあげてください。そ

れが気づける人になろう。学校に来たくても来られない
生徒への声かけをできる範囲で。 
「自分がつらいときに優しくできるのが本当の心の温

かさ」である。 
 

「自身の身を守るために，小型ナ 
イフをポケットに隠して持ち歩 
いた。」犯罪になる？不良行為に 
なる？どちらにもならない？ 
これは一例ですが，６つの問題を 
グループで話し合いました。 
生徒感想 
・ 身近なことが罪になることを初めて知った。 
・ 今回２回目の授業でした。このような機会があれば来年も勉強させてもら

いたいです。今後，犯罪をする人が少なくなることを願っています。 

～12 月 10 日～ 
「グランプレス」代表の有川純一さんが講 

演してくださいました。気づいていない自分 
のいいところを友人に言われ，嬉しそうに 
照れ臭そうにしている姿が微笑ましかった 
です。 
生徒感想 
・ ゴールは一つでなく無数にあるんだと思った。 
・ 「ありのまま」の自分を好きになれたら悩むこともなくなって最高だなと

思った。

８日（火）始業式 ３年実力テスト（～９日） 
１２日（土）学びあい学習（よか問） 
１４日（月）○祝  成人の日 
１６日（水）鹿児島学習定着度調査（１・２年：～１７日） 
１８日（金）中学校入学説明会 
２２日（火）第５回学校運営協議会（午前） 
 
２月１日（金）ＰＴＡ理事会 
       

（シンボルツリーいちょう）

～ いさつ っし そび んこう～ 

○は学年 

入選 古川梨乃③ 
   「ちょっと早い 秋風感じた 今日の朝」 

 
１回戦 １－１（ＰＫ３－２）末吉中 
決勝  ０－３大崎中 

特選 南 華奈①「バスケの神様」 

 ～12 月８日～ 

暖かい日が続いていましたが， 

この日は気温が下がり，駅伝日 

和でした。長距離は得意不得意 

がありますが，頑張った後のす 

がすがしい顔は何とも言えませ 

ん。順位は以下の通りです。 

入賞おめでとう！ 

 
女子 １位 緒方心美② ２位 菅田芽生③ ３位 増田明菜② 
男子 １位 宮脇隆太② ２位 髙橋幸樹② ３位 小田夕琥① 

生徒会を中心に募金活動を行いました。 
９，４９０円集まり，社会福祉協議会へ 
寄付しました。御協力ありがとうござい 
ました。 

～12 月９日～

保護者，本校職員，野球部・ 
サッカー部の有志の協力により 
完成しました。 

材料等は学校助手の井戸さん 
に大変お世話になりました。 
ありがとうございました。 

1 年生を対象に「困っている人を見か 
けたら…」「自分自身が困ったときは…」 
物や人に当たらず，友達や親，先生に相 
談したい。私のゲートキーパーを見つけ 
たい，という感想もありました。 

～12 月 20 日～

２学期最後の授業は，10 月に引 
き続き防災教育。今回はワークシ 
ョップ型で，子どもたちに地震・津 
波に遭遇した場面を想定し，グルー 
プワークを通して新たな気づきを起 
こしながら「自らの命を守る」ため 
の意識を育むことを目的としました。 
生徒感想 
・ 実際に地図を使いながら，どのように行動するのが一番なのか考える

ことができました。 
・ 周りの人に「大丈夫」と言われても高いところに逃げたほうがいいと

思いました。 
・ シミュレーションをすることによって改めて，津波の恐ろしさを学ぶ

ことができました。

 


